
 
平成27年6月16日 

各  位 

       会 社 名 乾汽船株式会社 

       代表者名 代表取締役社長  乾   康之 

（コード番号：9308 東証第一部） 

問合せ先 経 理 部 長  加藤  貴子 

（TEL. 03-5548-8613） 

(訂正)「平成27年3月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

 平成27年5月14日に公表いたしました「平成27年3月期決算短信〔日本基準〕（連結）」につき

まして、セグメント情報等の一部に訂正すべき事項がありましたので、下記の通りお知らせいたしま

す（訂正箇所は下線を付して表示しております）。 

記 

１．訂正理由 

 「平成27年3月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の公表後に、セグメント情報等の記載に一部誤

りが判明したため、訂正するものです。 

２．訂正箇所 

 添付資料27ページ 

（セグメント情報等） 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

＜訂正前＞ 

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

（単位：百万円）

 報告セグメント 

調整額 

（注２） 

連結 

財務諸表 

計上額 

（注３） 

 ロジスティクス 
不動産 

事業 
計 

 
外航海運 

事業 

倉庫 

事業 

売上高   

外部顧客への売上高 8,237 3,125 4,451 15,814 － 15,814

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 3 3 △3 －

計 8,237 3,125 4,454 15,817 △3 15,814

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△） 
△1,336 206 1,435 306 △876 △570

セグメント資産 31,296 12,876 17,952 62,126 13,724 75,850

セグメント負債 16,525 907 2,538 19,971 19,930 39,902

その他の項目   

減価償却費 1,765 368 924 3,058 32 3,091

持分法適用会社への投資額 － 2,773 1,648 4,421 1,097 5,518

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
3,019 37 200 3,257 17 3,275



（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△876百万円は、各報告セグメントに配分しない全社費用△876百

万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又はセグメント損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．第１四半期連結会計期間より、株式会社東京エースボウルは総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等に

及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。これ

に伴い、事業セグメントの「その他」の区分につきましては実績が無くなったため、記載しておりません。 

 

＜訂正後＞ 

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

（単位：百万円）

 報告セグメント 

調整額 

（注２） 

連結 

財務諸表 

計上額 

（注３） 

 ロジスティクス 
不動産 

事業 
計 

 
外航海運 

事業 

倉庫 

事業 

売上高   

外部顧客への売上高 8,237 3,125 4,451 15,814 － 15,814

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 3 3 △3 －

計 8,237 3,125 4,454 15,817 △3 15,814

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△） 
△1,336 206 1,435 306 △876 △570

セグメント資産 31,296 12,876 17,952 62,126 13,724 75,850

セグメント負債 16,525 907 2,538 19,971 19,930 39,902

その他の項目   

減価償却費 1,765 368 924 3,058 32 3,091

持分法適用会社への投資額 － 2,773 1,648 4,421 1,097 5,518

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
1,732 37 200 1,971 17 1,988

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△876百万円は、各報告セグメントに配分しない全社費用△876百

万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又はセグメント損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．第１四半期連結会計期間より、株式会社東京エースボウルは総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等に

及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性が低下したため、連結の範囲から除外しております。これ

に伴い、事業セグメントの「その他」の区分につきましては実績が無くなったため、記載しておりません。 

 

以上 


